
　八ツ場ダム完成予想模型　　やんば館展示

　1947年9月（昭和22年）カスリーン台風により、利根川流域では水害（土石流や河川氾濫）による死者・行方不明者2000人に及

ぶ甚大な被害を受けた。特に利根川下流域の堤防決壊・破壊は2500か所強、首都圏の江戸川流域は8万戸を超える家屋が浸水した。

これを契機に1949年「利根川改訂改修計画」が策定され、水害から利根川中・下流域を守り且つ首都圏への生活用水と流域への農・

工業用水の供給を目的に、上流に大規模なダムを8ヶ所建設する方針が立てられた。この最後の一つが八ツ場ダムである。

　水没地域住民の40年にわたる反対運動と補償交渉、ようやくの合意形成と妥結に20年、さらに一昨年の政権交代後の予想外の中

断、半世紀以上経過した今でも地元は未だに翻弄され続けている。その結果、当初5地区で350世帯であった移転対象家族の多くは地

域外への転居を選択していった。住み留まる事を選んだ僅か50の世帯は、国のまちづくり計画によって造成された5つの代替え地区

に移住し湖面に架かる橋梁により結ばれあらたな生活環境が実現されつつある。

3.11。未曾有の災害が東北を襲った。その後に国や自治体から人工地盤や高台移転、それらを結ぶ道路・橋梁・インフラ計画が声

高に発表されたが、その内容（手法）は八ツ場のまちづくり計画と酷似しているのではないだろうか。八ツ場地区では60年が経過

し尚人々の不安定な日常は続いている。またダム本体の工事は中断しているものの関連付帯施設はほとんど出来上がり、映像でお

馴染みの5つの代換地を結ぶ橋梁、ＪＲ吾妻線の掛替え橋梁とさながら土木博覧会の様相を呈している。

　山間の生活から高台の平坦で日当りの良い造成地へと、また準高速道路により都市部とも短時間で結ばれ、確かに以前より利便

性のある生活は得られた。が、5地区が明確に分断された事により、かつてのゆるやかな地域間コミュニティーや地域振興は失われ

つつある。「生活の質」や「持続可能な環境」をヒユーマンスケールで、多様な価値観で考えて行くことの大切さ。群馬地域会で

は「21世紀の八ツ場」見守りつつこれからできる事を模索していきたい。
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川原湯地区代替地

昔ながらの温泉情緒を残し、多くの文豪にも

親しまれた川原湯温泉街も、ダム建設に伴い

開湯より800年余りの歴史に終止符を打ち、

整然とした造成地に移転する。

川原畑地区代替地

付替えとなった国道は地域高規格道路として

位置付けられ、吾妻渓谷に沿った旧国道の面

影は微塵もない。

長野原地区代替地

山間に忽然と現れた新規造成地。中央近くに

据えられた養蚕農家を模したと思われるモデ

ルハウスの周囲には、新建材で覆われた住宅

が次々と建てられている。
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群馬クラブの情報はこちら
http://jia_gunma.typepad.jp/jia/

一万人の世界建築家展
http://www.10000architects.com/?jp
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